
参加者の感想（一部抜粋）

○山田町の海はとてもきれいで穏やかでした。しかし，震災の時はこの海が多くの死
者を出したと思うと，驚きと恐怖でいっぱいになりました。

○山田町には，さら地や荒れ地の悲しい風景が広がっていました。この地の人々はあ
んなにつらいことがあったのに笑顔で私たらを迎えてくれました。「人問って強いな」
と思いました。

O「おいしい」「きれいだ」「ありがとう」という言葉を聞くことができ，たくさんの
笑顔も見ることができ，とても心が温かくなり元気をもらいました。

○仮設住宅で涙ながらに当時の様子を語っていただいた時は，私も泣きそうになりま
した。被災した方々の深い悲しみが伝わってきました。

○平泉先生の話の「私もやるからあなたもやれ」「囲っている人を助けられる」の2つ
を心に刻んで，私もこれからやっていきたいと思う。

新主弓鴇整
山田の中学生とだまこ作り　まと火のトーチ棒作り宇宙と一体になる座禅！

言∴立十・十∵二．．
だまこのおいしさに笑顔　おいしくなるよう心をこめて　裕太朗くんから平泉先生へ
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